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Ⅰ プリテスト実施の概要 

 
本年度は、「WHO ドメスティック・バイオレンス多

国間研究チーム」（以下 WHO 研究チーム）の統計・
調査専門委員会によって構築された研究枠組みに

沿って、WHO 女性の健康と生活調査コア調査票第
７次ドラフト（日本語に翻訳）のプリテストを、

１８歳から４９歳の女性２３人の協力を得て行っ
た。調査方法についてはほぼ問題のないことがわ

かった。調査票は、昨年度のもの（第４次ドラフ

ト）に比べ、１２部構成が整理されて簡潔で使い
やすくなったが、言葉使いや質問項目のスキップ

パターンなどの細かい部分については、いくつか
の検討事項が浮かび上がった。今後は、この結果

を、社会調査専門家を含めて日本チーム全体で検
討し、WHO 研究チームとも調整しながら、調査票

を完成させる。 

１．実施日： 
2000 年 2 月 5 日から 2月 11 日および 2月 23 日 

２．方法： 
プリテストの協力者は、年齢や配偶者関係が偏ら

ないように募り、最終的に２３人から協力が得ら
れた。依頼状の発送、スケジュールの調整、会場

の設置等を経て、東洋英和林文研究室の５人の調
査員によって、個人面接が行われた。面接の前に、

同意書を読んでもらい、協力いただける旨を署名

で示してもらった。（本調査の場合は、プライバシ
ーの保護の面から、署名ではなく、口答で同意を

得る予定である。）後日、協力者には、お礼を兼ね
て、さらに自分の気持や経験を話したい場合は、

研究メンバーが応じる旨などを記した手紙を送付
した。 

３．目的： 

プリテストは、次のようなことをテストするため
に行った。 

どのような状況の女性にも適切な質問ができるよ
うにスキップパターンが完備されているか（この

調査は、婚姻関係あるいはパートナーの有無、子
どもの有無や年齢などによって、たずねる質問が

違ってくるため、スキップパターンがかなり難し
い。） 

言葉遣いや言いまわしがわかりやすく自然である

か（特にもとの調査票が英文なので、きわめて重
要である） 

調査員の立場から、調査票が使いやすいかどうか 
面接の所要時間 

 
Ⅱ プリテスト結果 

 

上記のとおり、プリテストは、回答の内容そのも
のを分析することが目的ではないので、この結果

に基づいてドメスティック・バイオレンス（以下、

ＤＶ）と女性の健康や生活との関連を分析し、考
察することはふさわしくない。したがって、ここ

では、まずプリテストの所要時間について述べ、
次に、プリテスト協力者の属性を整理し、プリテ

スト協力者の回答傾向を記述する。それぞれの質
問については、回答の結果を参考にしながら、必

要に応じて今後検討すべき事項や本調査のデータ
で可能な分析の内容を簡単に述べる。 

１．プリテストの所要時間 

昨年度実施されたプリテストの結果、日本を含む
ほとんどの参加国が、調査票が長すぎることを問

題点としてあげたため、WHO 研究チームでは、研
究枠組み上必要な情報の収集を犠牲にせず、質問

項目をどこまで削除できるかを検討してきた。そ
の効果もあり、第７次の調査票はかなり簡潔にな

った。 

昨年度、日本チームが実施した第１回目のプリテ
スト（調査票第４次案）では、ドメスティック・

バイオレンスの被害を受けたと報告しなかった人
では５０分から９０分、被害経験を報告した人で

は９０分から１２０分かかったが、今回は、調査
票や言葉使いについての意見をきいている時間を

含めても、最短２５分、最長９０分、平均が５５
分であり、面接調査として適切な長さに修正され

たといえる。 

所要時間を１５分区分でまとめると、表１のよう
な分布になる。２３人中１４人は 1 時間以内で終

わっている。 
表１：インタビュー所要時間 

時間 度数 

～４５分以内 ６ 
４５分～６０分以内 ８ 

６０分～７５分以内 ５ 
７５分～９０分以内 ３ 

９０分以上 １ 

合計 ２３ 
この調査は、婚姻状況やこれまでの男性パート

ナーとの同居経験の有無、つきあっているパート

ナーがいるか、出産や妊娠の有無、子どもの年齢、
暴力の被害の有無によって、たずねるべき質問の

数が違っているため、所要時間も回答者の状況に
よってかなり違ってくる。夫・パートナーからの

身体的および性的暴力を経験した人の面接時間は、
５２分から７５分で、平均以上であった。 

相対的にみると、年齢の高い人の方が所要時間が

長くなっている（年齢と所要時間のピアソン相関
係数 r2=0.52, p=.01）。これは、年齢の高い人の

方が、出産や子どもに関する質問をスキップしな
いことが多く、質問の全体量が多かったこともあ

ろうが、年齢の高い人の方が、質問に対する意見



を多く述べてくれた、ということもある。また、

相手が１０代あるいは２０代前半である場合、相
手の話すスピードに合わせ、調査員の方も、質問

を読みあげるスピードが早くなったとの報告もあ

った。 
いずれにしろ、今回の調査票では、所要時間の問

題なく、回答者のペースや状況に合わせて行って
も、一度の面接調査で十分に終えることのできる

範囲である。調査票に対しての意見を聞く必要の
ない本調査では、さらに時間が短縮され、協力者

への負担が一層軽減できると思われる。 

２．属性 
(1)年齢 

プリテストでは、本調査のサンプルとなる最年少
１８歳と最年長４９歳をカバーすることができた。

４０歳以上は１０人、１０代と２０代は合わせて
９人で、上下の年齢層のバランスはとれているも

のの、３０代が４人とやや少なかった。３０代の
協力者が少なかったことは、現在末子が５歳以下

の人や、末子が５歳から１２歳の人に対する質問

をチェックする機会があまりなかったことを意味
している。今後、必要があれば、この年齢層ある

いは子どもが１２歳以下の人を対象に、小規模の
プリテストを行ってもよいだろう。 

        表２：プリテスト協力者の年齢 

年齢 度数 

18-19 歳 2 
20-24 歳 5 
25-29 歳 2 

30-34 歳 3 

35-39 歳 1 
40-44 歳 5 

45-49 歳 5 

合計 23 

 (2)婚姻・パートナー関係の状況 

Q119では現在結婚しているあるいは男性のパート
ナーがいるかどうかをたずねている。（この調査で

は、性関係を含む、継続的で一定した関係のある
恋人や彼氏などを含む男性を「パートナー」と呼

んでいる。） 

Q120 では、Q119 で現在結婚も同棲もしていない人
に対して、「今まで、結婚あるいはパートナーと同

居したことがあるか」をたずねている。この２つ
の質問への回答から、現在と過去の婚姻・パート

ナー関係を次の６つに分けることができる。 
表３：婚姻・パートナー関係の状況 

タイプ  度数 

１ 結婚・夫と同居 9 
２ ﾊﾟｰﾄﾅｰと同棲 1 

３ ﾊﾟｰﾄﾅｰあり、結婚・同棲歴あり 1 
４ ﾊﾟｰﾄﾅｰあり、結婚同棲歴なし 4 

５ ﾊﾟｰﾄﾅｰなし、結婚・同棲歴あり 4 

６ ﾊﾟｰﾄﾅｰなし、結婚同棲歴なし 4 

 合計 23 

表３から明らかなように、「結婚している人」（タ

イプ１）が９人で一番多く、「現在結婚・同棲して

おらず、つきあっているパートナーがいない人」
が８人、うち４人は結婚・同棲歴があり（タイプ

５）、残りの４人は結婚・同棲歴がなかった（タイ

プ６）。また、「結婚も同棲もしていないが、つき
あっているパートナーがいる人」が５人（タイプ

３と４）であった。 
このように、プリテストでは、結婚している人だ

けでなく、若年層に特に多い独身でパートナーが
いる人、離婚した人、同棲している人などに対し

ても、調査票をテストすることができた。（「結婚

しているが夫と別居中である」というカテゴリー
もあるが、プリテストでは当てはまる人がいなか

った。） 
(3)社会経済状況 

社会経済状況の指標は、各国で設定するようにな
っている。日本チームでは、毎月のやりくりの状

況、同世代と比べての経済状況の評価、年収、世
帯収入、職業を使用することにしている。 

プリテスト協力者の社会経済状況は、比較的偏り

がなかったと言える。毎月のやりくりについては、
「苦労している」が８人、「苦労していない」が５

人、「どちらとも言えない」が５人であった。同様
に、「同年代の人と比べての経済状況の評価」につ

いても、「大体同じ」が９人で、「よい」が５人、
「悪い」が４人であった。 

３．健康について 

この調査のメインポイントは、ＤＶが健康に与え
る影響を調べることであるため、一般的な健康状

態や、様々な症状をたずねる質問をはじめとして、
喫煙や飲酒に関するものなど、多数の項目が含ま

れている。 
(1)一般的な健康状態 

「概してあなたの健康状態はいかがですか」、とい
う形でたずねた結果は表４のとおりである。「非常

によい」あるいは「よい」と答えた人が２３人中

１２人、「悪い」と答えた人が２人で、残り８人は
「良くも悪くもない」を選んだ。 

この質問自体には、問題はないが、選択肢につい
ては、「非常に悪い」と「悪い」の区別はできるが、

「非常によい」と「よい」の区別が概念的に難し
いことや、中間の選択肢は「普通」と言った方が

いいのか、「良くも悪くもない」と言った方がいい

のかなど、訳し方や選択肢そのものを再検討する
必要がある。 

表４ 健康状態        表５ この４週間にあっ 
た症状の数（２０項目） 

 
度数 

 あてはま
る項目数 

度数 

非常によい 5  0 2 
よい 8  1-3 6 
よくも悪くもな

い 
8 

 
4-6 6 

悪い 2  7-9 5 

非常に悪い 0  10+ 3 

合計 23    



(2)身体的および精神的な症状２０項目 

この４週間以内にある症状があったかどうかを
たずねる質問について見てみると、表５のとおり、

２０の症状のうち、どの症状もなかった人は２人、

１から３つあった人が６人、４から６つの症状が
あった人が６人、７から９つが５人、１０以上の

症状があった人は３人と、様々であることがわか
る。この４週間以内に「あった」という人が比較

的多い（１０人以上）症状は、「神経質・不安にな
る」「疲労感」「胃の不快感」「疲れやすい」の４項

目、５人以上の人が「ある」と答えた症状は「食

欲不振」「よく眠れない」「ちょっとしたことで驚
きやすい」「消化不良」「憂鬱」「決断力が鈍る」の

６項目で、プリテストの協力者からは、精神的な
症状と胃腸に関連した症状が多く報告された。 

ドメスティック・バイオレンスが健康に与える影
響は、たとえば、経験した症状の合計数を従属変

数とし、ドメスティック・バイオレンスの有無を
説明変数、そして他の健康に関連あるファクター

をコントロール変数として、重回帰分析などを行

うことで、検討することができる。 
(3)自殺 

研究枠組みでは、命に直接関わるドメスティッ
ク・バイオレンスの被害として、自殺があげられ

ている。ここでは、これまでの人生の中で、自殺
を考えたことがあるかの質問には、「ある」と回答

した人が１３人おり、また、実際に試みたかの質

問には２人が「ある」と報告している。 
プリテスト回答で、夫・パートナーからの身体的・

性的暴力を受けたかどうかによる違いをみると、
被害経験のあるグループでは、自殺を考えた人の

方が、考えなかった人より多く、被害経験のない
グループでは、自殺を考えなかった人の方が多い

ことが観察ができる。本調査では、このような比
較や、他の要因も同時に考慮する多変量解析を行

って、ＤＶ被害の有無と自殺志向の関連を検討す

ることができると予想される。 
また、１５歳になってから、夫・パートナー以外

の人から性的暴力を受けている人の７人中６人が、
また１５歳になる前に性的暴力を受けている人の

５人のうち４人が、「自殺を考えたことがある」、
といっており、暴力を受けていないと答えた人に

比べ、自殺を考えた人が多くなっている。このよ

うな違いについては、本調査を実施し、統計検定
や多変量解析を行って明らかにすべきである。 

(4)喫煙や飲酒について 
喫煙や飲酒は、健康状態に関連があるだけでなく、

ＤＶの影響としても重要である。WHO の研究枠組
みでは、ＤＶが引き金になって、酒や薬物を乱用

することがあると指摘している。 
喫煙については、表６で示すとおり、プリテスト

協力者の２３人中、毎日タバコを吸っている人が

３人、時々吸う人が１人、全く吸っていない人が
１９人で、吸わない人が大半である。 

一方、飲酒（表７）は頻繁で、「ほぼ毎日飲む」が
３人、「週１，２回」が５人、「月に１～３回」が

９人で、７割以上が月に１～３回はお酒を飲んで

いる。この質問の選択肢には、多少問題があり、
「ほぼ毎日」と「週１，２回」の間の尺度上の距

離が長すぎるという指摘があった。プリテストで

は、「週３，４回お酒を飲む」、という人が数人お
り、どちらにコードするか曖昧なので、WHO チー

ムとも相談する余地がある。 
表６ 喫煙頻度            表７ 飲酒頻度 

 
度数 

 あてはまる項
目 

度数 

毎日吸う 3  ほぼ毎日 3 
時々吸う 1  週に 1～2回 5 
全く吸わない 19  月に 1～3回 9 

合計 23  たまに 2 

   全く飲まない 4 

   合計 23 

４．妊娠・出産および子どもについて 

(1)妊娠と出産 
ＤＶは、望まない妊娠、死産や流産などをも引き

起こし、リプロダクティブ・ヘルスに悪影響を与

える。その影響を検討するために、この調査には、
妊娠や出産に関する質問が含まれている。 

プリテスト協力者の妊娠経験を見ると、ない人が
８人、ある人が１５人、一番多い人では、６回で

あった。出産経験は「ない」が１３人、「ある」が
１０人であった。出産回数は、現在の子どもの数

と一致しており、出産１回が３人、２回が６人、

３回が１回で、「死産」はなかった。一方、妊娠し
たことのある１５人の約半数（７人が）流産を経

験している。人口妊娠中絶をしたと回答した人は
３人、一番多い人で５回あった。 

 
本調査のデータに基づき、流産や中絶の回数とＤ

Ｖの関連の他、ここでは省略したが、妊娠した時
期に対する夫・パートナーの考えや夫・パートナ

ーの妊娠への態度がＤＶとどう関連しているかを

分析することも有意義である。 
調査票の流れとしては、出産の質問の前に妊娠に

ついてたずねるように、順序を入れかえた方がよ
いと思われる部分があった。 

(2)避妊法 
夫・パートナーが避妊を拒否したり、女性が避妊

するのを認めなかったりするのも、ＤＶの一つの

形であるが、この調査では、避妊法の使用の他、
夫・パートナーが避妊を拒否したかどうか、した

場合は、どのような方法でそれを表現したか、な
どの質問も含まれている。 

避妊使用の質問では、性交経験のある２２人中１
６人が「使用したことがある」と答えているが、

現在については「使っている」と答えた人が５人
であった。 

この質問では、回答者と夫・パートナーの間で避

妊しているか、をたずねたいにも関わらず、質問
文が「避妊法を使用しているか」となっているた

め、人によっては、自分自身が使用するピルなど
しか思い浮かばず、日本で最も多く使われている



男性主体のコンドームを使っていても、「使ってい

ない」（避妊していない）と回答した人がいたこと
がわかった。また、回答者の解釈によっては、「現

在使っていますか」とたずねると、使ったり使わ

なかったりしている現状を捉えることはできない
場合もある。避妊使用に関わる質問については、

言葉使い等を検討する必要があろう。 
(3)子どもについて 

ＤＶは、子どもの心身の健康や子どもの行動に大
きな影響を与えており、WHO 研究枠組みでも重視

されている。このテーマだけで重要な研究課題と

なり得るほどである。この調査では、５歳以下の
子どもと、５歳から１２歳の子どもについて、い

ろいろな質問をしている。 
プリテストでは、この年齢層の子どもがいる協力

者が少なかったため、ここでは、５歳から１２歳
の子どもの行動に関する結果のみを見てみる。現

在、５歳から１２歳の子どもがいる人は４人で、
子どもの問題行動（５項目）のうち、一つでもあ

ると回答したのは３人であった。ここでは、ケー

ス数が少なく、ＤＶのある家庭とそうでない家庭
での子どもの行動や心身の健康についての比較を

することはできない。本調査を行い、分析する必
要がある。 

５．夫・パートナーについて 
(1)年齢 

今のあるいは以前（最近）の夫・パートナーの年

齢についてたずねている。夫・パートナーの年齢
は、１０代が１人、２０代が４人、３０代が５人、

４０代が７人、５０代が３人で、女性との年の差
は、２年以内の人が１５人、女性が３つ上が１人、

男性が９年上の人と、１４年上の人がそれぞれ一
人ずつで、大半の人の夫あるいはパートナーは、

年齢が近い。 
        表 ８  夫 ・ パ ー ト ナ ー の 年 齢          

表９ 回答者と夫・パートナーの年齢差 

 度数  
女性との年齢差
（男性－女性） 

度数 

18-19 歳 1  -3.00 1 

20-24 歳 3  -1.00 1 

25-29 歳 2  .00 6 

30-34 歳 3  1.00 4 

35-39 歳 1  2.00 4 

40-44 歳 3  3.00 1 

45-49 歳 4  5.00 1 

50 歳以上 3  9.00 1 

合計 20  14.00 1 

   合計 20 

（これまでパートナーがいなかった３人をのぞ

く） 
(2)夫・パートナーの飲酒 

夫・パートナーの暴力には、研究枠組みでいくつ

かの危険因子と防因子があげられているが、アル
コール使用がその一つである。 

プリテスト協力者の夫・パートナーの飲酒頻度は、

「ほぼ毎日」が 6人、「週１，２回以上」が３人で、

半分以上のパートナーが頻繁に飲んでいる。女性
の回答と比べると、やや多いが、違いはそれほど

大きくない。 

本調査では、一度に飲む量、妻・パートナーの目
の前で酔っている頻度、飲酒がらみの問題などに

ついての情報と合わせ、ＤＶへの影響を分析する
ことができる。 

６．ジェンダー役割および暴力についての意識 
(1)ジェンダー役割と家族 

ジェンダー役割や暴力ついての意識は、女性が、

暴力の被害にあったときにどう対処するかにも関
わってくる。暴力を容認すると、自分が被害にあ

っても、自分を責めたり、助けを求めるべきでな
い・助けてはもらえない、と思いこみ、その状況

を受け入れがちである、と考えられる。この調査
では、まず、６つの項目で性役割と家族のありか

たについてたずねている。プリテストでは、役割
に関する４項目で全員の意見が一致した。「夫に従

うのがよい妻である」には反対、「男にとって自分

がボスであることを示すことは重要である」に反
対、「妻は自分の友人を選べるべきである」に賛成、

「妻にはセックスする義務がある」には反対であ
った。つまり、極端な男性主導的な考えは拒否し

ている。 
家族のあり方については、全員一致ではなかった

が、「家族の問題は家族以外に話すべではない」に

は反対、「夫が妻を虐待したら、家族以外が仲裁す
るべきだ」には賛成という回答がほとんどで、虐

待を含む家庭内の問題を、家族だけで抱え込む必
要はないと考えている。 

「家族以外の人が仲裁してよい」の質問は、家族
以外でも仲裁してよい、ということなのか、それ

とも（家族ではなく）家族以外の人が仲裁するべ
きだ、ということなのかが曖昧であるため、WHO

研究チームへ質問の意図を問い合わせる必要があ

る。 
(2)暴力の容認 

次に、夫・パートナーが暴力をふるってもしかた
がない、と思うかどうかを、６つの状況（満足す

るような家事をしない、反抗した、セックスを拒
否した、女性関係をたずねた、浮気をしていると

疑われた、妻の浮気がわかった）それぞれについ

て尋ねた。ほとんどの人が、これらのどの場合で
も暴力をふるってはいけない、と回答しているが、

２人は１項目、２人は２項目で「ふるっても仕方
がない」と答えた。 

本調査のデータでは、これらの意識と、暴力の被
害にあっている女性が援助をもとめたか、誰かに

話したどうか、などとの関連を分析することがで
きる。 

７．夫・パートナーからの暴力 

この調査の目的の一つは、ＤＶの被害率を推定す
ることである。したがって、ＤＶの経験について、

様々な質問をしているが、特に精神的暴力・身体
的暴力のおどし、身体的暴力、性的暴力について



は、詳しい情報を収集している。 

(1)被害経験 
プリテスト協力者のうち、今あるいは今までパー

トナーのいた事がある人は１９人で、うち精神的

暴力で該当するの項目がない人が８人、１項目に
該当が６人、２項目以上に該当が５人で、半数以

上の人は、精神的暴力（および身体的暴力の脅し）
の被害にあっている。を経験している。 

セックスの強要など性的暴力については（３項目）、
１９人中５人が被害を報告し、夫・パートナーか

らの性的暴力がいかに多くあるかを示している。 

身体的暴力（６項目）については、１９人中３人
が受けたと回答した。１人は６項目中すべての種

類の暴力にあったと回答しており、深刻な状態で
あったことがうかがわれる。また、３人のうち２

人は夫・パートナーからの暴力によって怪我をし
たことがあり、３人共、暴力は自分の健康へ悪影

響を与えた、と答えている。ＤＶの被害と健康状
態の分析を可能とする本調査を実施することが、

きわめて重要であることが改めて認識される。 

(2)援助機関の利用 
調査では、ＤＶの対応策に結びつけるため、実際

に身体的暴力を受けた人が援助機関を利用したか
どうかをたずねている。プリテストで身体的暴力

にあった３人のうち、援助機関を利用した、とい
う人はいなかった。その理由は、「はずかしい、み

っともないと思った」「思い出したくない・さらっ

と流したい」「深刻な問題でないとおもった」「た
いしたことはなかったと思った」がほとんどで、

社会の現状がＤＶを真剣に取り扱っていないこと
を内面化した回答であると言える。 

(3)被害を受けている女性の多様性 
ここで、夫・パートナーから身体的あるいは性的

暴力を受けた５人について、詳細を見てみる。 
＜A さん＞ 

２４歳、４年制大学卒 

現在のパートナー２７歳、専門学校卒で事務職、
お酒に関する問題あり。 

暴力：押しつけられた，セックスを強要された、
不快に思う性行為を強要された 

暴力による影響：怪我はないが、心身の症状２０
項目中１１項目に当てはまる、と回答。 

相手が暴力的になる時：仕事がうまくいかなかっ

たり、むしゃくしゃしているとき。 
相談・援助：さらっと流したい、思い出したくな

い、はずかしい、みっともない、 
友だちがどう思うかわからないなどの理由で、誰

にも話したことがない。 
＜B さん＞ 

４１歳、高校卒、結婚歴有り 
現在のパートナー５５歳 

前の夫から身体的および性的暴力をうけた。 

暴力の影響：怪我をした。、健康への影響は大きい、
と認識している。 

相談・援助：当初は、暴力は深刻でない、大した
ことがないと思ったので、誰にも話さなかった。 

＜Ｃさん＞ 

４１歳、大学院卒、同棲歴（1978 年頃から 1990
年）あり、現在パートナーなし 

前のパートナー：（今）４１歳、高等学校卒業後専

門学校、職業 SE、 
前パートナーから、性的暴力を受けた。手打ちで

顔がはれたことあり。 
暴力の起こりやすい状況：パートナーが、回答者

をコントロールができなくなりそうなとき（自分
は、仕事や勉強し、自立したかった。） 

暴力の影響：健康への影響大きい、と認識してい

る。 
相談・援助：こわかったが、おさまる、と思い、

行かなかった。 
＜D さん＞ 

２１歳、大学在学中、独身、現在パートナーなし。 
前つきあっていたパートナー（２３歳の大学生）

から性的暴力あり。 
セックスの強要および不快に思う性的な行為を強

いられる。 

＜E さん＞ 
３８歳、高校卒、現在結婚している。 

夫３５歳、高校卒、単純労働者、お酒にかかわる
問題あり。 

今までに、身体的暴力による数回怪我あり。（以前
の夫から） 

調査票の流れに従うと、現在身体的暴力をふるわ

ないパートナーがいるＥさんには、以前の夫から
の暴力については尋ねないが、本人から是非きい

て欲しい、との強い要望があり、暴力の状況など
についての質問をした。 

以前の夫（１５年以上前）からの暴力の影響：暴
力を受け、怪我をし、気を失ったこともある 

健康に大きな影響を与えていた。 
前夫が暴力的になったときの状況：「酔ったとき」

「仕事がうまく行かないとき」「嫉妬するとき」「セ

ックスを拒否したとき」「言うことをきかないと
き」 

誰に話したか：夫・パートナーの家族に話した 
利用した援助機関：福祉サービス、法律相談所、

裁判所 
助けを求めたきっかけ：「もう耐えられなくなっ

た」「ひどい怪我をした・殺されると思った」「殺

すと脅された・殺されそうになった」 
あればよかった援助：シェルターからの援助がも

っとあればよかった 
５人の経験から、女性の年齢や学歴、婚姻歴に関

わらず、また、夫・パートナーの学歴や職業など
にも関わらず、どんな女性もＤＶの被害者になり

得ること、そして、暴力をふるう男性は「特殊」
ではないことがわかる。サンプル数の多い本調査

では、さらに様々な情報を得ることが可能である。 

調査票については、E さんによって、今後の課題
が浮き上がった。「今のあるいは一番最近の夫・パ

ートナーからの暴力」の詳細と彼らに関する情報
は集めているが、それ以前の夫・パートナーにつ



いてや、以前の人からの暴力については、たずね

ていない。E さんのように、以前のパートナーか
らひどい暴力を受けていた場合、調査でそれを語

る機会が与えられないと、不満の原因になる。ま

た、研究チームとしても、ＤＶの理解についての
貴重な情報を逃すことになる。これについては、

WHO チームと相談し、最近の夫・パートナーのこ
とだけでなく、希望者には、「一番ひどい暴力をふ

るわれた時の経験」についても、たずねられるよ
うな設計への変更を考える必要がある。 

８．夫・パートナー以外の人からの暴力 

１５歳になってから、夫・パートナー以外の人か
ら身体的暴力を受けた、と回答したのは、２３人

中５人であった。また、性行為を強制されたり無
理やり性的に触られたりしたことについては、１

５歳になってからは２３人中６人が、１５歳にな
る前は２３人中５人が「あった」と報告し、子ど

もであっても、大人であっても、女性は様々な形
の暴力の被害者になっていることが指摘できる。 

この調査では、１５歳になる前の性行為の強制に

ついて、口頭でたずねるだけでなく、調査員にも
回答がわからない方式の質問が設定されている。

調査の最後に、「今までの回答に関わらず」という
ことを強調して、「笑った顔」と「泣いた顔」が描

かれたカードを手渡し、性行為を強制されたり、
性的に触られたりしたことがあったら「泣いた顔」

に、なかった場合は「笑った顔」に○をつけて封

筒に入れて封をし、調査員はそのまま封筒を事務
局に持ちかえる方法をとる。 

今回のプリテストでは、２３人中９人が「泣いた
顔」の方に○をした。これは、口答質問で「あっ

た」と回答した５人の約倍になっている。質問で
「１５歳になる前」ということが伝わらなかった

ので、被害にあったのが１５歳以上でも「あった」
と回答してしまい、合計数が多くなった、という

ことも考えられるが、この質問方法は被害経験を

知るために非常に有効であることが証明された。
そこで、１５歳になる前の性的暴力についてだけ

でなく、ＤＶの経験についても、この方法を適用
することを WHO に提案することにした。 

９．母親や姉妹の暴力の経験 
ＤＶの被害率の推定は単純ではなく、たとえ暴力

の被害にあっていても、思い出したくないなど

様々な理由で、調査が面接でも自記式でも、「あっ
た」と回答したくない場合もある。したがって、

当たり前のことであるが、調査回答をもとにした
被害率は、実際よりも低くなっている。 

一方で、他の人のことであると、言いやすいとい
う面もある。この調査では、母親のＤＶの経験と

姉妹のＤＶの経験もたずね、発生率推定の参考に
する。 

プリテストでは、２３人中１５人が、自分の母親

が父親から暴力を受けていたと答えている。また、
１５歳から４９歳の結婚・同居経験のある姉妹が

いる９人のうち４人が、「少なくとも一人の姉妹が
夫・パートナーから暴力をうけていた・いる」と

回答している。 

母親の場合は、世代が違うので、現在のＤＶのデ
ータとしては使えないが、現状との比較に役立て

ることができ、また、姉妹についてのデータは、

ＤＶの発生率の間接的データとして役立てること
ができる。 

Ⅲ調査全般に関わる意見とまとめ 
質問は、結婚している人、パートナーがいる人に

ついては、比較的スムーズに進んだ。以前の夫・
パートナーについて聞く場合などは、質問文や選

択肢を過去形に変えながら読みあげる必要があっ

たり、性関係があれば、同居していなくてもつき
あっている人との関係をたずねる部分でも、同居

していることを前提に作られた質問があったりし
て、滑らかなにいかない部分もあった。個々の部

分についての検討事項はⅡでふれているので、繰
り返さないが、プリテストで得られた知見を生か

して調査票をさらに調整し、調査員のトレーニン
グも十分に行った上で、本調査に望む必要があろ

う。 

調査に対しては、夫・パートナーからの暴力を受
けた人からは、「話すことができてよかった」、「ま

だ話し足りない」、「その時を振り返り、なにか見
えてくるものがあった」、「今離婚しているので、

またこれ（今回話したこと）をバネにして、進ん
でいきたい」、「調査を（ＤＶの）対策に役立てて

欲しい」など、前向きな意見が多く寄せられた。

また、質問で準備されている事実関係の面だけで
なく、もっと詳しい話しをきいて欲しいと要望が

あった。このように、被害にあっている人は、も
っと話したい、と思っていることがわかり、さら

に研究を進め、本調査を実施する意義が再確認で
きた。 

逆に、ＤＶの被害にあっていない人（正確には、
この調査で夫・パートナーからの暴力を報告しな

かった人）の中には、暴力にあっている人は、こ

のようなことをきかれたらいやなのではないか、
という意見を述べた人があった。また、子どもの

時のことだと、被害経験のある人は尋ねられると
苦しいかもしれない、という意見もあった。どん

な調査内容でも、答えたくない人はおり、特にい
やな経験のことについては、話すことで思い出し

たくないという回答者が想定されるので、これら

の人には十分に配慮し、一方で、話したい、とい
う人も満足できるような調査ができるように今後

も研究を進める。 
 



参考資料：第７次案コア調査票の質問項目 

 
（ここでは、日本で削除する項目はのぞいた。質

問番号は、原調査票のままで使用するため、連続

していない場合もある。） 
世帯用調査票 

日本の場合は、個人レベルでの無作為抽出が可能
であるため、住民基本台帳を使用して個人を直接

サンプルする。したがって、他国用につくられた
世帯を抽出し、世帯についての質問で、必要なも

のを女性用調査票に入れ込むことにした。 

女性用調査票 
第１部回答者とコミュニティー 

101 近所の人たちがお互いを知っているか 
102 殴り合いのけんかがあったら、近所の人がな

んらかの対処をするか 
103 この地域の人は、地域のための活動に協力す

るか 
104 物の貸し借りがあるか 

105 事故や病気の時、近所の人は助けてくれるか 

106 回答者の生年月日 
107 回答者の年齢（満歳） 

108 現在住んでいる地域に住んでからの年月 
世帯質問 3同居家族の人数（本人を含む） 

世帯質問 3B 同居している人と回答者との続柄 
111 最終学歴 

112 育った所（都道府県、市・郡） 

113 実家の人たちとの距離 
114 実家との交流の頻度 

115 実家の助けが当てにできるかどうか 
116 市民団体、趣味サークルなどへの参加状況、

活動内容、参加の頻度 
117 女性だけのグループに参加しているかどうか 

118 活動、団体の集まりへの参加を誰かに止めら
れたことがあるかどうか 

119 現在結婚しているか、あるいはパートナーが

いるか 
120 今までの結婚あるいはパートナーとの同居歴 

121 結婚あるいは同居していた場合、どのような
形でおわったか 

122 離婚、別居はどちらがいいだしたか 
123 夫・パートナーの親戚との同居 

124 自分の親・親戚との同居 

129 結婚式について 
130 結婚年 

131 結婚の意思決定について 
132 結婚への意思確認について 

133 定期的に会うボーイフレンドの有無 
第２部健康状態について 

201 健康状態 
202４週間の症状（４項目） 

203４週間の薬の使用 

204４週間での医療機関等の利用状況 
205１２ヶ月間で、手術したかどうか 

206１２ヶ月間で、入院したかどうか 
207４週間の症状（２０項目） 

208 自殺を考えたかどうか 

209 自殺を試みたかどうか 
210 現在の喫煙状況 

211 過去の喫煙状況 

212 タバコの本数 
213 飲酒の頻度 

214 飲酒の量 
215 飲酒に関わる諸問題の有無 

第３部生殖・出産に関する健康について 
301 出産経験 

302 妊娠経験 

303 現在の子ども数 
304 生後直後の子どもの死 

305 その子どもの数と性別 
306 父親について 

307 父親からの経済的援助について 
308 妊娠の回数 

309 流産、死産、人工妊娠中絶の数 
310 現在妊娠しているか 

311 避妊法使用の経験 

312 現在の避妊法使用 
313 主たる避妊法 

314（女性が避妊している場合）夫・パートナーは
それを知っているかどうか 

315 夫・パートナー避妊拒否の有無 
316 どのような形で拒否するか 

第４部子どもについて 

401 末子（一番最近出産した子ども）の生年月日 
402 末子の性別 

403（末子の生死の状況日本では省略し、必要があ
れば 405 をきく。） 

404 末子の年齢 
405 末子が死亡している場合：死亡年齢 

406 末子が満５歳以下かどうか（調査員チェック） 
407 末子妊娠の時期（自分が希望した時だったか

どうか） 

408 末子妊娠の時期（夫・パートナーが希望した
時だったかどうか） 

409 出産前検診を受けたかどうか 
410 出産前検診に対する夫・パートナーの態度 

411 末子妊娠中の夫・パートナーの子どもの性別
嗜好 

412 末子妊娠中の飲酒 

413 末子妊娠中の喫煙 
414 分娩後の検診 

415 出生体重計量の有無 
416 出生体重 

417５－１２歳の子どもの人数 
418 男女別子どもの数 

419 同居している子どもの数 
420 子どもの行動・心身問題について 

421 子どもの問題行動 

422 子どもの就学状況の確認 
423 子どもの進級状況 

424 子どもの登校状況 
第５部現在の（あるいは一番最近の）夫・パート



ナーについて 

501 夫・パートナーの年齢 
502 夫・パートナーの生年月日 

505 夫・パートナーの最終学歴 

506 夫・パートナーの就労状況 
507 夫・パートナーがいつ仕事をやめたか 

508 夫・パートナーの職業 
509 夫・パートナーの飲酒頻度 

510 夫・パートナーの泥酔の頻度 
511 夫・パートナーの飲酒関連問題 

512 夫・パートナーの薬物使用 

513 夫・パートナーの薬物使用関連の問題 
514 夫・パートナーの他の男性との暴力 

515 他の男性との暴力の頻度 
516 夫・パートナーの女性関係 

517 夫・パートナーの女性関係―他に子どもをも
うけたことがあるか 

第６部性役割に対する意識 
601 夫に従うのが良い妻か 

602 家族の問題を家族以外の者に話すことの是非 

603 男性が自分がボスである、と示す重要性への
意見 

604 女性の友人関係の自由 
605 妻としてセックスは「義務」か 

606 夫が妻を虐待したら、家族以外が仲裁してい
いか 

607 妻に暴力をふるっても「しかたがない」と思

う状況について（家事、反抗、セックス拒否、女
性関係を問いただす、妻の浮気を疑ったとき、妻

が浮気をしたとき） 
608 夫とのセックスを拒んでもよいと思う状況に

ついて（自分が望まないとき、夫が酔っていると
き、妻が病気のとき、夫が妻を虐待しているとき） 

第７部夫・パートナーとの関係 
701 夫・パートナーとの会話 

702 夫・パートナーとの喧嘩頻度 

703 夫・パートナーが自分を管理する度合い（友
だちに会わせない、実家とのつきあいの制限、ど

こにいるのかを把握する必要、無視・冷淡な扱い、
他の男性と話すと怒る、浮気を疑う、病院にいく

のに許可を求めるなど） 
704 夫・パートナーからの精神的暴力（あるいは

身体的暴力の脅し）の経験（侮辱、人前で恥をか

かせる、睨んだりして脅した、痛めるつけるとの
脅し） 

・この１２ヶ月間にあったかどうか 
・１２ヶ月間に何度くらいあったか 

・１２ヶ月になる以前は何度くらいあったか 
705 夫・パートナーからの身体的暴力の経験（平

手でたたく、押しつける、拳などでなぐる、蹴っ
たり引きずり回したりする、窒息・やけどさせよ

うとする、刃物、凶器などを用いる・用いると脅

した） 
・この１２ヶ月間にあったかどうか 

・１２ヶ月間に何度くらいあったか 
・１２ヶ月になる以前は何度くらいあったか 

706 夫・パートナーからの性的暴力の経験（セッ

クスの強要、望まない時のセックス、不快に思う
性的な行為の強要） 

この１２ヶ月間にあったかどうか 

１２ヶ月間に何度くらいあったか 
１２ヶ月になる以前は何度くらいあったか 

707 身体暴力の有無のチェック（調査員） 
708 性的暴力の有無のチェック（調査員） 

709 妊娠中の暴力 
710 何度の妊娠で暴力があったか 

711 妊娠中、腹部への暴力 

712 妊娠中の暴力の加害者 
713 妊娠中の暴力の加害者との同居の有無 

714 妊娠前の暴力 
715 妊娠中の暴力の変化 

716 同居したすべての夫・パートナーについて： 
同居開始の年月、同居修了の年月、身体的・性的

暴力の有無、暴力開始の年月、 
最近の暴力の年月（サバイバル分析のために必要

な情報） 

第８部暴力によるけが 
801 夫・パートナーの暴力による怪我の有無 

802 怪我の回数 
803 怪我の種類 

804 気を失ったことがあるか 
805 病院での治療を要したか 

806 治療をうけたか 

807 入院したか 
808 怪我の原因を医療関係者に話したか 

第９部暴力の影響と対処 
901 暴力が起こりやすい時の状況（酔ったとき、

お金の問題、仕事の問題、失業、その他） 
902 子どもに暴力を目撃されたかどうか 

903 暴力の間またはその後のセックス強要 
904 自分の身を守るために夫・パートナーをたた

いたり殴ったりしたことがあるか 

905 夫・パートナーがふるっていないとき、自分
から暴力をふるったか 

906 夫・パートナーの暴力が健康に与える影響の
主観評価 

907 夫・パートナーの暴力が経済活動に与える影
響 

908 夫・パートナーの暴力が日常活動に与える影

響 
909 暴力について誰かに話したか 

910 誰かがたすけようとしたか 
911 援助機関の利用の有無 

912 助けを求めたきっかけ 
913 助けを求めなかった理由 

914 援助を希望する人・所 
915 夫・パートナーの暴力で家を出た経験 

916 出たきっかけ 

917 出ていったとき、どこにいったか 
918 出ていた期間 

919 家に戻ったきっかけ 
920 出ていかなかった理由 



第１０部その他の経験 

1001１５歳を過ぎてから、夫・パートナー以外の
人から身体的暴力を受けた経験 

        （加害者、何度くらいあったか） 

1002１５歳を過ぎてから、夫・パートナー以外の
人から性的行為を強制された経験 

        （加害者、何度くらいあったか） 
1003１５歳になる前、性的接触の強要の経験 

        （加害者、何度くらいあったか、自分の
年齢、加害者年齢） 

1004 初めてのセックスの年齢 

1005 初めてのセックスは意志に反してか 
1006 母親の DV の経験 

1007 子どもの時の DV の目撃 
1008 夫・パートナーの母親の DV の経験 

1009 夫・パートナーの子どもの時の DV の目撃 
1010 夫・パートナーの家族内の暴力の経験 

1011 姉妹の有無 
1012 姉妹の結婚・夫・パートナーとの同居の経験 

1013 姉妹の DV の経験 

第１１部経済的自立 
1101 所有物について 

1102 収入源 
1103 自分の収入に対する裁量権 

1104 夫・パートナーと自分の収入の比較 
1105 仕事につくことに対しての夫・パートナーの

意見の影響 

1106 自分の収入・預金等をとられた経験 

1107 夫・パートナーが家にお金を入れるのを拒否
したか 

1108 何かの時、自分だけで家族を養う事ができる

か 
世帯 1毎月のやりくり 

世帯 2同年代と比べての経済状況 
世帯 3年収（５ｶﾃｺﾞﾘｰ） 

世帯 4世帯収入（６ｶﾃｺﾞﾘ） 
第１２部インタビューの完了 

1201カード式で１５歳になるまえの意に反した性

的接触の有無（カードに回答者が記入し、封筒に
入れて調査員に渡す。調査員はそのまま持ちかえ

り、調査終了後まで開封しない。 
1202 暴力にあっている女性へのアドバイス 

1203 回答者が付け加えたい事 
1204インタビューの内容が女性にとって重要な問

題であるかどうか 
1205 インタビュー終了後の気持ち 

1206 インタビューに対する意見 

1207 確認が必要な場合連絡が可能か 
 

終了の仕方：調査の意義の説明と協力してくださ
ったことへの感謝を述べ、カウンセリングや法的

アドバイスを実施している団体のリストを手渡す。 
 

 


